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八丈島一般廃棄物管理型最終処分場建設工事

原水調整槽　

施工方法
及び

水張り試験方法



１．施工方法

① ⑤

② ⑥

③ ⑦

④ ⑧

コンクリート工

水張り試験

防水・防食工

埋め戻し

基礎工事

足場工

鉄筋工

型枠工

＜施工状況＞

①基礎工事
地盤改良を行った後、基礎砕石を敷き均す。

⑤コンクリート工
鉄筋、型枠を組み立て、コンクリートを打設する。

⑦防食塗装（内側） 施工状況
水張り試験後、槽内の清掃を行う。続けて槽内側の
表面の平滑さを確認した後、防食塗装を施す。

⑦防食塗装（内側） 完了検査
防食塗装の塗膜強度確認状況。この他、仕上がり、
塗膜厚さを確認する。

⑦防水塗装（外側）
槽の外側には、防水塗装を施す。

⑧埋め戻し
外側の防水塗装の後、埋め戻す。埋め戻しは厚さ
30cmごとに転圧し、確実に締め固める。



２．水張り試験要領
１）試験要領

原水調整槽に水を張り、24時間後、48時間後の水位を測定し判定します。

水張り水位は、ＨＷＬ（設計上の最高水位）＋100 mm とします。

２）試験方法

①スラブ上に基準点を設けます。

②規定水位(HWL+100mm)まで水を張ります。

③水面までスケールを下ろして、基準点からの距離（Ｈ）を確認します。

④24時間後に基準点からの距離(Ｈ) を、スケールを下ろして確認します。

（＊ｺﾝｸﾘｰﾄよる水の吸収を確認する為）

⑤48時間後に基準点からの距離(Ｈ) を、スケールを下ろして確認します。

＊24時間後に測定後、水位が低下していた場合でも、外観チェックにより

　漏水がない場合、コンクリートによる吸収分とし試験を継続致します。

　雨が止み外壁が乾燥するまで水張り試験を続ける事とし、その後、外観チェックを行います。

基準点

中間チェック　　24時間後

最終チェック　　48時間後

３）判定(合格）基準

　　①　水位差-5ｍｍ以内とします。　（下水道事業団　水張り試験要領基準により）

（24ｈ～48hの水位差とします。）

　　②　目視にて各箇所より漏水が無い事とします。

Ｈ

＊原則として、雨天時をさけ試験を実施致します。試験中に雨が降り、外壁が濡れた場合には、

＊開口部は雨が入らない様、コンパネ及びブルーシートで養生を行います。

水張り試験には、予め防災調整池に貯めておいた雨水を使用します。

HWL+100mm

原水調整槽



４）水張り順序

水源は、防災調整池の雨水を利用致します。

最初に第３原水調整槽の水張り試験を行い、検査合格後、第２原水調整槽　→　第1原水調整槽

の順番で行います。

水張り試験後、防水防食施工前にハイウォッシャーで水洗い清掃を行います。

＜水張り順序＞

　

５）管理

水張り試験開始後、躯体外周を目視して漏水の有無の確認を行います。

別紙チェックシートにて報告書を作成します。

水張容量

No.

1

2

3

基準点

中間チェック　　24時間後

最終チェック　　48時間後

移送

第２原水調整槽

水張り試験水張り試験

確認ＯＫ後

移送

-

-

1500

1500

試験水位(HWL+100mm)

確認ＯＫ後

11.80

L(m)

Ｈ
HWL+100mm

第一原水調整槽

放流

ｐＨ確認

W(m)

1153.6

1300

mm

V(m3) 基準点から水位まで(H)

第１原水調整槽

mm18.80

第３原水調整槽

1564.2

確認ＯＫ後

水張り検査

試験水位(HWL+100mm)試験水位(HWL+100mm）

5.20 -第三原水調整槽

第二原水調整槽 mm18.80

18.80

16.00

11.80

5.20

5.20

水槽名称

1153.6

H(m)



３．原水調整槽　水張り試験日程

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

水張 水抜

水張 水抜

水張 水抜

水張り試験は24時間、48時間２回チェックと致します。

平成24年2月初旬開始

水張時間　　48時間

1600 水張時間　　48時間水張試験

第１原水調整槽 約

水張時間　　48時間

1200

1200

平成24年1月中旬開始約

水張試験

第２原水調整槽

水張試験

約

位置工種 備考欄
所要日数

12中旬開始予定第３原水調整槽

容量

(m3)

水張検査

第３原水調整槽第２原水調整槽第１原水調整槽

3











【コンクリート工事】

0

0

試験水位(基準点±)mm

0

48ｈ後

0

終了時刻

0ｈ
水位 差

八丈島一般廃棄物管理型最終処分場建設工事　(浸出水処理施設)
品質管理 監督員

名称 水張試験 責任者

開始水位

工種 コンクリート工事 監理者

No, 槽　名
試験水位(基準点±)mm 試験水位(基準点±)mm

外観 合否 備考欄
開始時刻 時刻 水位 差

24ｈ後

1 沈砂槽 0

2 第一原水調整槽 0

3 第二原水調整槽 0

4 第三原水調整槽 0

判定基準

水位 ： 開始と終了の水位差が5mm以内

外観 ： 止水されていること
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8 【水張試験】
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